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新春対談『老後なんてありません』
　　　　山本道枝

◆東京歯科医師保険協会監事

◆山本歯科医院院長

昭和3年4月2i日に父の勤務先北
海道大学で生まれる。昭和21年東
洋女子歯学専門学校卒業。開業医勤

務、米軍21部隊病院歯科医室勤務
を経て昭和30年に目黒にて開業。

昭和35年に大田区蒲田に移転。今
に至る。

私生活では長男が小学6年生、次

男が小学2年生のときに離婚。2人
の子育てなどと格闘しながら病院を

盛り立てる。現在は2人とも歯学

部6年置大学院4年を経て歯科医
師として活躍中。
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　　　　　　　円より子

　　　◆現代家族問題研究所代表
　　　◆民主党前参議院議員
　　　津田塾大学英文科卒業後、ジャパン
　　　タイムズ編集局勤務を経て、フリー
　　　ジャーナリスト・作家。女性と家族
　　　の問題に関する著作30冊以上。

　　　1979年に離婚をひとつの社会問題
　　　としてとらえ、女性のおかれている
　　　状況や法・制度を変えようと「ニコ
　　　ニコ離婚講座」を始めるなど、離婚

　　　問題・家族間題の先駆け。1993年
　　　より参議院議員を3期務め、民主
　　　党副代表、参議院財政金融委員会委
　　　員長などを歴任。国全体の政治経済
　　　の仕組みを変え、女性や子ども、高
　　　齢者が生きやすい社会、男性が長時
O圃」間労働から解放される仕組みをつく

　　　りたいと精力的に活動中。

《病弱な子ども時代をへて

戦争に翻弄ざれた女学生時代》

円：いきなり年齢のことをいっ
て失礼ですが、山本ざんはいつ

もお元気で、とても80を越し
ているようにはみえませんね。

歯科医師として現役で治療もざ
れていらっしゃいますが、どう
したら山本ざんのようになれる

のか、ざぐってみたいと思いま
す。もともとからだが丈夫なほ
うだったんですか？

山本：いえいえ、子どもの頃は

体が弱くて、小学校なんて1年
の半分も出席できなかったほど
です。

円：びっくりですね。そんな子

ども時代を経て、歯科医になら
れたわけですが、女性が大学に
いくなんてまだ珍しいときです
よね。私のときでも女性の大学
進学率が5％くらいですから。
女性も自立すべしというe“両親

の教育方針だったんですか？

山本：父は公務員、母は子ども
の学費のためというのもあり歯
科医院を開業していました。教
育熱心な両親でした。そんな環
境の中で自然に歯科医を目指し
ていましたね。第一希望の東京
女子医専に不合格で、母の出た
私立の学校に入学しました。

円：まだ戦争中ですね。

山本：ちょうど終戦の年に入学

しました。入学式もありません
でしたね。東京もかなり危険な
状況でしたので、学生みんなで
疎開しました。疎開先の栃木で
終戦を迎えて、焼け野原の東京
に戻ってきました。実家も焼け
ていたので平塚に家族で移り住

みました。聖堂で1年生の授業
を受け、その後津田沼の兵舎に
場所を移し、3年生の半ばによ
うやく元あった場所に戻って授
業を受けることができ、卒業し
ました。

円：大変な時代でしたね。

山本：戦争中ですからね。ちな
みに歯科は学費がかかるので、

妹と弟は医学部に進みました。

Vol．260目次 次号の発行は2012年3月上旬予定です♪
●新春対談「老後なんてありません」…1●円より子講演記録

●新春特集「わたしにできること」　　…4　「99％」が幸せに働ける方法

　・愛知WITHの取り組み　　　　　　　　　●弁護士110番

・できることのみつけ方　　　　　　　　　●会員さんからのお手紙

☆新春プレゼント・円より子の著書を5名様に☆　●告知板
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Hand　in　Hand第260号【発行日】2012年1月1日【発行人】ハンド・イン・ハンドの会（代表円よリ子）【スタッフ】倉林佐也子長島千春満木葉子
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r“@ i　L・　・”　i’《就職・結婚、開業・離婚…　》

山本：卒業後も学校に残って診
療所の助手をしていました。給
料がたったの1，000円、今の価

値だと2万円くらいでしたの
で、ベルトか何かを買ったらな
くなりました（笑）。その後、

横浜の開業医のもとでの仕事を
経て、進駐軍の病院に就職して
ようやくまともな給料を得るこ
とができるようになりました。

円：結婚はいつざれたのですか。

山本＝26歳のときに紹介で結
婚しました。夫は船員でした。

義父が歯科医をしていたので、

結婚後はお手伝い程度に仕事を
していましたが、子どもが産ま

れてから自分で開業しようと思
いたち、診療所兼住居を探して
引越しました。

円：開業したのは離婚前なんで
すか？お子ざんは男の子が2
人でしたね。

山本：結婚中に開業しました。

離婚は下の子が生まれてすぐ、

私が34歳のときです。
円：何が理由だったのですか？

山本：子どもの育て方に対する
考え方があわなかったり、性格
の不一致です。開業して生活の
めどもたっていたので、養育費
もいらないから出て行ってほし
いと言いました。

8月。神社にて。

円：お子ざんたちはどう受け止
めていましたか。

山本：父親のほうにいくとは子
どもたちは言いませんでした
ね。

《離婚後、仕事と子育てと。

　　　元夫の死を知らざれず》

円＝歯科医院の経営と子育ての
両立はハードだったことでしょ
うね。

山本：家政婦ざんを雇って子ど
もの面倒をみてもらってはいま
したが、子どもたちにはざびし

い思いをざせました。診察室に
は入ってはいけないと言ってい
たので、下の子は私の診療中
ずっと廊下で待っていて、私が

出てくるとトイレまで付いて
入ってきました。

円：うちもそんな感じでした。

いつも娘を待たせてばかりでし
た。学校行事もほとんどいって
やれませんでしたし。

山本＝私もそうです。学校行事
は入学式と卒業式くらいで、ほ
とんど行けませんでした。そん
な中でも時間をつくって日光に
遊びに行ったりもしたのです
が、子どもたちは覚えていない
ようです。

円：お子ざんたち、立派に成長
ざれましたよね。

山本：あんな甘えんぼうだった
子どもたちが今ではすっかり親
を親とも思わないような態度で
す（笑）。長男が私の医院を継

いで、次男は知人の医院を継ぐ
かたちで歯科医院を開業しまし
た。

円：2人とも大学院まで、しか
も学費の高い歯学部に通わせた
んですね。

山本：銀行に借金して、なんと
か大学院までやりました。大学

6年、院が4年目10年は長かっ
たです。

円：養育費をもらわなかったと
いうことでしたが、元夫とお子
ざんたちは会っているんです
か？

山本：子どもたちは元夫には会
いたいと言いませんでしたし、

結婚式にもよびませんでした。
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元夫は一昨年亡くなっていまし
たが、再婚相手の方から連絡が

なかったので、知りませんでし
た。お寺を聞いて、子どもたち

にはお参りに行かせました。そ
うはいっても父親ですからね。

　《毎日忙しく。

　　　　病気もなんのその》

円：山本ざんは今もおきれいで
すが、若い頃なんてそうとうお
もてになったでしょう。再婚は
考えなかったのですか？
山本：もう、めんどくざくって。

男友達はたくざんいますが、仕
事や勉強、やることがいっぱい
で。

円：今はご長男といっしょにお
住まいなんですか？
山本：長男との二世帯住宅で、

妹といっしょに住んでいます。

妹とは生活リズムが違うので、

一人暮らしみたいなものです。

円：医院は乙長男に任せている
んですか？

山本：私が病院長で、長男は勤
務医です。開業でやっていくに
は、ノウハウが必要なので。受
付にはいったり、材料を仕入れ
たり、経営のほうをみています。

治療にも週3日はいっていま
す。

円：子どもの頃は病弱だったの
に、すっかりと丈夫で健康な体
になったんですねえ。

山本：いえ、心臓が悪いんです
よ。食道もガンの初期ですし。

円：え？そうなんですか？！と
てもそんなふうには…。

山本：検診もサボってるんで
す。病気は気にしないことが一
番だと思っているので。虫垂炎
も胆石も更年期障害も、そんな
ことにかまってるひまがなくっ

て、そんなのあったかしら、て
感じでした

r子どもUAPPY化計固」展闘中聖
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円：病は気からって。結局、気
力なんですよねえ。ストレス解
消は何かなざつてますか。

山本二忙しくてなかなかできま
せんが、若い頃はスキーやゴル
フをしたり。あと車も好きで、

30代でA級ライセンスとっ
て、筑波のサーキットでラリー
をやったりしてました。夜中に
友達と連れ立って江ノ島までド

ライブにいったりもしたもので
す。最近は、海外の推理物を読
んだり、映画を観たりですね。

三味線もやりたいのですが、と
にかくヒマがなくて。

円：今は何をしていてお忙しい
んですか？

山本：昼は在宅介護や特養でお

手伝いをしたり、夜はいろんな
会合に出たりして。

円：睡眠時間も短いんでしょう
ね。

山本：朝は7時くらいに起きて、

夜は1時か2時くらいに寝て
います。健康に留意して何か
やっているとかもないですね。

《老後なんて、ない

　人の役に立つことをする》

円：どうしたら山本ざんみたい
に年齢を重ねてもパワフルでい
られるんでしょう。

山本：元気でない方の面倒をみ
てあげたらいいんですよ。特養
に行ってお世話したリ、体が動

くのなら、人の役に立つことを
すべきです。自分にできること
を探して。誰かの役に立てると
感じられることで、元気になれ
ます。あとは、常に頭と体をつ
かうことですね。私、暗算も早
いんですよ。思えば明治・大正
時代の人たちはやっぱり元気で
したよ。

円：山本ざんにとって、何歳か
らが老後ですか？

山本：老後なんて、ありません
ね。生涯現役です。

円：まったくです。ざらなるご
活躍をお祈りしています。今日

は元気を分けていただきまし
た。ありがとう乙ざいます。

山鼎饗9
も元気で颯爽としていてとて

もおきれい。世間では65歳
からを高齢者とよびますが、

しっくりきませんね。

ハンドの会で今年実施した老
後アンケートでは、老後は70

歳代からとする人が50％、60
歳代とする人が40％、ジャ

スト80歳代とする人が10％
でした。その一方で体の続く

限り働きたい気持ちもしくは
必要のある人が多かったこと
を考えると、老後なんてない、

が本音かもしれませんね。

社会システムが変わる中、老
後のあり方も変わらざるをえ

ないというところでしょう

か。長生きすると大変なこと
もありますが、「老後なんて

ないわ！」と前向きに楽しみ
たいものですね。

器露盤鎗多子曜を合計5艦，

新潮社1991年1月

①「ターニング・ポイント

　　　一女が別れを告げるとき」…2名望

「ニコニコ離婚講座」での相談をもとに綴られた

14人の再出発の物語です。今、転機をむかえよ
うとしているあなたに読んでいただきたい一冊子
す。

日本評論社2004年5月

②「一人でも変えられる」…2名様

1999年8月11日、盗聴法の強行採決を阻止す
るために、深夜の本会議で、たった一人で3時
間のフィリバスターを敢行した円より子の記録で
す。読むと、熱い思いと闘志が伝わってきて、立
ち上がる勇気がもらえます。

第一法規2010年4JJ

③「女と通貨と政治文化」…1名様

女性初の参院財政金融委員長を務めた円より子
が、経済低迷の原因を追究。政治や経済の話はとっ

つきにくい、という方、ぜひとっかかりの一冊と
して、読んでみてくだざい。経済用語に関する脚
注が細かくはいっていますし、政治家・官僚との
こぼれ話もたくざん収録ざれていて、きっと興味
がわいてきます。

《応募方法》

ご希望の方は、ほしい本のタイトルと、ハンド260号の感想、

お名前、住所、電話または

メールアドレスを、1月31日必着で郵便またはFAX・

メールで事務局に送ってください。

厳正な抽選のうえ5名句にプレゼントいたします。

賞品の発送を持って当選発表とかえさせていただきます。
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円より子代表講演記録

北海道IT活用による在宅就業支援事業講演会（11月27日札幌）

「99％」が幸せに働ける方法

北欧でのカルチャーショック

みなさんたいへんお若いので海外旅行に

行かれたことがあると思いますが、私が

大学生の頃は1ドル360円でそうそう
海外にいける時代ではありませんでし

た。そんな時代でしたので、ジャパンタ

イムズなら海外駐在できると思って就職

したのですが、甘かった。海外駐在はお

ろか海外に取材に行けるのも、男性だけ

だったのです。私が行かせてほしいと言

ったら、「先例がない」と。まだ男女雇

用機会均等法もない時代でした。それで

もと食い下がって、1ヶ月無給で取材し

て記事を送るならという条件で、スウェ

ーデン・デンマーク・ノルウェー・フィ

ンランドの北欧4力国に行ったのが、私

と北欧との出会いでした。

離婚後も毎朝元妻の家に子どもを迎えに

行き保育園に連れて行く男性にびっくり

しました。日本では今でも考えられない

ことです。ごはんを作って食べさせ、歯

磨きをさせてお風呂にいれる姿に、「男

の人でもこんなに子育てができるのね」

と言ったら、子どもの靴下も手編みした

と聞き、さらに驚かされました。

スウェーデンの保育園には3歳児用のキ

ッチンがあってシチューを作ったり、大

人並の大工道具をつかって小鳥の巣箱を

作ったり、男女関係なく生活に必要なこ

とを誰でもできて当たり前という教育を

していました。「年齢や性別、障がいの

有無に関係なく、できることがあればで

きる人がやる」という考え方なんですね。

街には日本とは比較にならないほどたく

さんの車椅子の人がいました。日本では

障がいイコール恥ずかしいことだと、障

がい者を家に閉じ込めてしまうんです

ね。障がいのある子どもを産んで離婚さ

れた女性もいました。でもスウェーデン

では障がい者も、仕事だってスポーツだ

って、なんだってやっていました。80代

の人が老人ホームから有償ボランティアに働

きに出たりもします。「社長夫人だって誰だ

って働くのが当たり前」なのです。これ

は10代の女の子が妊娠したときの対応

にも現れています。日本ではまず学校を

退学させます。女の子は中卒で子どもを

抱え、職に就くこともできず生活保護を

受ける。一方スウェーデンでは、』職業訓

練を受けさせ、子育てしながらちゃんと

自分のカで食べていけるようにする。

「99％」をなんとかしなくては

今は多少改善されていますが、30年前は

離婚した女性は保証人がいないからとい

う理由で賃貸住宅が借りられませんでし

た。さらにバカげたことに職業訓練校に

入るのにも連帯保証人が必要で、離婚を

機に親兄弟、親戚と縁遠くなりがちな女

性たちが職業訓練すら受けられないと泣

きついてきて、わたしはずいぶん多くの

女性たちの保証人になりました。これは

議員になってから課長通達で変えさせま

したが。こんな差別おかしい！という怒

りから「ニコニコ離婚講座」開催にいた

り、離婚女性・母子家庭のネットワーク

であるハンド・イン・ハンドの会をはじ

めました。

しかしネットワークだけではだめなんで

す。雇用がなくては。右肩上がりの時代

は、がんばればなんとかなる「がんばれ

た時代」でしたが、今は若い男性でも職

愈NP・法人あεら……一・・一
NPOあ乙らは発足以来、ひとり親家庭の在宅　被災地である石巻市では、北海道と同様に「ひ

就業支援に取り組んでまいりました。現在あご　とり親家庭等の在宅就業支援事業」を実施中で、

らデータセンター（東京都ビジネスサービス　　多くの母子家庭のお母さん方から事業へ参加申

（株）運営）では常時200名以上の方がインター　し込みがありました。被災者の皆様は、自宅を

ネットを通して自宅でデータ入力などの仕事を　失い、仕事場を失い、働く場所もない、働く仕

行っていただいております。私たちはこの長年　事もない状況にあります。仕事をして収入を得

つくってきた仕組みを北海道や福島県や島根県　るという姿を早くつくり、被災者の皆様が自立

など各地のひとり親家庭の在宅就業支援事業に　できるよう支援活動を続けたいと考えておりま

活用しています。これに加え、今年は、東日本　す。　　　　　　　　（NPOあごら事務局城信雄）

大震災の復興に、この在宅就業の仕組みがセー

フティネットとして活かせるとの思いから、被《あ［“ら公式サイト》http：〃npo－agora．org1

災地支援の活動を行っております。東北最大の　くく・E’参考》在宅就労者の「応援広場」http：〃hir。bablz／

（6）

を得にくくなっています。アメリカの若

年層の失業率は17，7％、日本は7．8％。

ウォール街のデモは1％のお金持ちから

献金してもらって就任した大統領が1％

のための政治をしていることへの「99％」

の抗議です。わたしたちはまさに「99％」

です。「99％」を政府への不満から目をそ

らせるために仮想敵をつくり、戦争を始

めようとアメリカはしています。日本で

は生活保護が過去最高の205万人です。

好き好んで受けている人は少ないと思い

ます。働いて、人の役に立って生きてい

きたいものではないでしょうか。「99％」

のために、戦争を止め、セーフティーネ

ットを張らなくてはいけません。

在宅就業は「働き方革命」

母子家庭のお母さんの多くは、9時一5時

の仕事だけでは食べていけません。平日

の夜は皿洗い、週末はホテルの清掃のバ

イトと、2つも3つもかけもちして、体

調が悪くても病院に行く時間もなくてい

つもへとへと。これでは体を壊してしま

います。なんとかしなくちゃ！と10年

前に考え付いたのが在宅就労でした。

子どものそばにいられるので子育て世代

に適していますし、通勤が減れば環境に

も優しいし、家族や地域と過ごすことが

できる。ラッシュにもまれないから高齢

者だって働くことができる。「働き方革

命」をおこせます。

東京ガスが協力をしてくれ、議員連盟を

立上げ、NPO法人あごらの設立に尽力
し、モデル事業としてはじめてもらいま

した。理想論を掲げてかれこれ10年や

ってきました。みなさんはその第1号、

革命の第一歩なんです。

人生は長いようで短くて、たった一度き

りです。離婚しても再婚しても障がいが

あっても、しっかり働いてしっかり食べ

ていく、それが生きることでありプライ

ドを持つことだと思います。もちろん在

宅就業の課題もまだまだありますが、み

なさんのがんばりに報いられるよう、私

も法的整備や入札の問題点改善など、尽

力していくつもりです。ご清聴どうもあ

りがとうございました。　（完）
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1
年
ほ
ど
前
に
協
議
離
婚
を
し
ま
し

O　
　
た
。
普
段
は
い
い
人
な
の
で
す
が
酒

癖
が
悪
く
、
飲
む
と
豹
変
し
て
纂
力
を
ふ

る
う
夫
に
愛
想
が
つ
き
、
わ
た
し
か
ら
離

婚
を
き
り
だ
し
ま
し
た
。
絶
対
に
離
婚
は

し
な
い
と
ご
ね
ら
れ
た
の
で
、
慰
謝
料
も

財
産
分
与
（
そ
も
そ
も
分
け
る
ほ
ど
な

か
っ
た
）
も
何
も
い
ら
な
い
か
ら
と
に
か

く
離
婚
し
て
く
れ
と
い
っ
て
、
し
ぶ
し
ぶ

承
知
さ
せ
、
5
歳
の
息
子
を
連
れ
て
家
を

出
ま
し
た
。

　
今
年
の
春
に
息
子
が
小
学
校
に
は
い
る

の
で
学
費
な
ど
今
後
か
か
る
お
金
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
ら
、
ど
う
し
て
も
私
の
収

入
だ
け
で
は
や
り
く
り
で
き
そ
う
に
あ
り

ま
せ
ん
。
今
さ
ら
で
す
が
、
元
夫
に
子
ど

も
の
養
育
費
を
出
し
て
く
れ
る
よ
う
要
求

す
る
こ
と
は
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
そ
も

そ
も
は
元
夫
の
酒
癖
が
原
因
で
す
し
、
協

議
離
婚
な
の
で
お
金
に
つ
い
て
書
面
で
取

り
交
わ
し
た
と
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
離
婚
後
も
息
子
と
月
1
回
程
度
は
会
わ

せ
て
い
て
、
元
夫
も
子
ど
も
へ
の
愛
情
は

あ
る
よ
う
で
す
し
私
に
も
戻
っ
て
こ
い
と

い
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
イ
や
な
ん
で
す
。

ど
う
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鎮
鴛
舗

【事務局よリ】あなたのお悩み1（

寄せくだざい。誌上にて回答い
ます。※全てが掲載になるわけ

ありません。また。選ばれた場
も掲載までに3ヶ月程度要しま
でε了承くだざい。

【
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f
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ご
相
談
者
の
よ
う
に
離
婚
の
際
に
養
育
費
の
取
決
め

A　
　
を
し
て
い
な
い
場
合
で
も
、
後
か
ら
養
育
費
の
請
求

を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。
離
婚
の
際
に
養
育
費
を
決
め

て
い
て
も
、
子
ど
も
が
大
き
く
な
っ
て
決
め
て
い
た
養
育

費
で
は
足
り
な
い
と
い
う
と
き
は
増
額
の
請
求
を
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
逆
に
、
払
っ
て
い
る
側
が
リ
ス
ト
ラ
な

ど
で
収
入
が
減
っ
た
と
き
に
は
減
額
の
請
求
も
で
き
る
の

で
す
が
。

　
方
法
と
し
て
は
、
ご
相
談
者
の
場
合
は
、
お
子
さ
ん
が

月
一
回
面
会
交
流
を
し
て
い
て
、
お
子
さ
ん
へ
の
愛
情
も

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
ま
ず
元
夫
に
養
育
費
を
払

っ
て
欲
し
い
と
請
求
を
す
る
こ
と
か
ら
始
め
れ
ば
い
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
養
育
費
の
額
に
つ
い
て
は
、

家
庭
裁
判
所
が
作
成
し
た
双
方
の
収
入
か
ら
算
定
す
る
養

育
費
の
算
定
表
が
あ
り
、
こ
の
算
定
表
は
東
京
家
庭
裁
判

所
の
サ
イ
ト
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
参
考
に
し

て
い
た
だ
い
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
元
夫
が
応
じ
て
く
れ
な
い
場
合
に
は
、
家
庭
裁
判
所
に

調
停
を
申
し
立
て
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
申
し
立
て
る
家

庭
裁
判
所
は
、
元
夫
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
家
庭
裁
判
所

に
な
り
ま
す
。
弁
護
士
に
依
頼
し
て
も
い
い
で
す
し
、
ご

自
分
で
申
立
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
調
停
で
は
、
調
停
委
員
が
間
に
入
っ
て
双
方
の
事
情
を

聞
き
、
双
方
の
収
入
の
資
料
の
提
出
を
求
め
る
な
ど
し
ま

す
。
そ
し
て
、
養
育
費
の
算
定
表
を
参
考
に
話
が
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
で
す
。
た
だ
、
調
停
は
話
し
合
い
の
場
で
す

の
で
、
双
方
の
合
意
が
で
き
な
け
れ
ば
成
立
し
ま
せ
ん
。

そ
の
場
合
は
調
停
が
審
判
に
移
行
し
て
、
裁
判
官
が
養
育

費
を
決
め
て
く
れ
ま
す
。
審
判
が
さ
れ
て
も
養
育
費
を
支

払
っ
て
く
れ
な
い
場
合
は
、
給
料
の
差
押
え
な
ど
の
強
制

執
行
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

夫
婦
が
離
婚
を
し
て
も
親
子
関
係
は
続
き
、
親
と
し
て
子

ど
も
の
養
育
費
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ご
相

談
者
と
元
夫
の
関
係
と
は
全
く
別
の
問
題
で
す
の
で
、
ご

相
談
者
が
元
夫
の
下
に
戻
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
き
ち

ん
と
養
育
費
を
払
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
下
さ

い
。

翼
一

円
よ
り
子
の

「
の
ん
び
り
歩
こ
う
ニ
コ
一
一
コ
ら
い
ふ
」

　
　
女
が
ひ
と
り
で
生
き
て
い
く
の
っ
て
ほ
ん
と
う
に
大
変
。
辛
い
こ
と
や

　
　
悲
し
い
こ
と
を
笑
い
飛
ば
し
て
、
し
な
や
か
に
た
く
ま
し
く
生
き
て
ま

　
　
い
り
ま
し
ょ
う
一
・

　
【
纂
五
回
】
ぼ
お
っ
と
し
て
い
る
幸
せ

　
般
若
心
経
の
般
若
っ
て
ど
う
い
う
意
味
か
知
っ
て
ま
す

か
。
「
悟
り
を
得
る
た
め
の
真
実
の
智
慧
」
と
か
「
あ
ら
ゆ

る
も
の
ご
と
を
見
通
す
見
識
」
と
い
う
も
の
だ
そ
う
で
す
。

と
て
も
私
は
そ
ん
な
悟
り
を
得
る
よ
う
な
境
地
に
は
い
か
な

い
け
れ
ど
、
時
々
、
こ
の
般
若
心
経
の
写
経
を
し
て
い
ま
す
。

も
と
も
と
習
字
が
好
き
で
、
正
月
二
日
に
は
墨
を
す
っ
て
書

初
め
を
し
た
も
の
で
す
。
そ
の
割
に
は
ち
っ
と
も
字
は
う
ま

く
な
ら
な
い
の
で
す
が
、
墨
を
た
っ
ぷ
り
含
ん
だ
太
い
筆
を

和
紙
に
す
っ
と
お
ろ
す
時
の
感
覚
、
そ
し
て
墨
が
和
紙
に
に

じ
ん
で
い
く
様
が
な
ん
と
も
心
地
よ
く
て
、
「
お
習
字
」
が

し
た
く
な
る
。
掘
ご
た
つ
の
あ
る
私
の
小
さ
な
書
斎
の
棚
に

は
硯
や
筆
が
い
つ
で
も
使
っ
て
ち
ょ
う
だ
い
と
い
う
顔
で
待

っ
て
い
ま
す
。
写
経
を
始
め
た
の
は
最
近
で
す
が
、
閑
居
し

て
不
善
を
な
す
小
人
の
類
い
の
、
そ
し
て
煩
悩
の
多
い
私
の

こ
れ
か
ら
の
休
日
の
過
ご
し
方
と
し
て
は
な
か
な
か
い
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
H
人
で
1
人
の
高
齢
者
を
支
え
た
時
代
に

で
き
た
年
金
制
度
が
、
今
、
3
人
で
1
人
を
支
え
る
時
代
に

な
っ
て
揺
ら
い
で
い
ま
す
。
雇
用
も
不
安
定
だ
し
、
長
生
き

し
た
っ
て
し
か
た
な
い
？
い
え
い
え
、
隠
居
し
て
か
ら
大
活

躍
と
い
う
江
戸
時
代
の
人
た
ち
の
よ
う
に
、
長
く
な
っ
た
余

暇
時
間
を
上
手
に
活
用
し
た
い
も
の
。

　
昨
年
は
三
・
一
一
と
い
う
、
ほ
ん
と
う
に
辛
い
で
き
ご
と

が
あ
り
、
年
が
改
ま
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
大
切
な
人
を
失

っ
た
悲
し
み
、
家
や
街
や
仕
事
を
失
っ
た
苦
し
み
が
消
え
る

も
の
で
は
な
く
、
全
て
の
人
の
胸
に
鉛
の
よ
う
な
重
り
が
っ

か
え
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
祈
り
に
変
え
、
苦
し
み
の
中
か

ら
幸
福
を
見
つ
け
て
い
く
し
か
な
い
。
そ
の
た
め
に
も
、
せ

っ
か
く
与
え
ら
れ
た
長
い
時
間
を
、
一
人
で
寂
し
い
、
つ
ま

ら
な
い
と
思
う
よ
り
、
た
っ
ぷ
り
時
間
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　
一
日
、
ま
っ
た
く
外
へ
も
出
ず
、
プ
ッ
チ
ー
こ
の
オ
ペ
ラ
「
マ

ダ
ム
・
バ
タ
フ
ラ
イ
」
な
ん
て
聞
き
な
が
ら
ぼ
お
っ
と
し
て

い
た
り
、
た
だ
墨
を
す
っ
て
い
た
り
…
。
そ
ん
な
一
日
の
あ

る
こ
と
を
幸
福
に
思
う
こ
の
頃
で
す
。
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